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目的 頭頸部原発のメラノーマに対し術後放射線療法の意義があるかを検

討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Academic tertiary referral center 
対象者 48 例の頭頸部原発の悪性黒色腫 

 37 例：口腔または中咽頭、11 例：副鼻腔、2 例：口唇、硬口蓋 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （12） 

介入（要因曝露） 手術：20 例、手術＋術後放射線療法：24 例 
放射線療法 
  60 Gy/30 回（口腔に関しては 30 Gy/5 回） 
再発症例には化学療法(CDDP を含む多剤併用療法) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 局所制御 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 遠隔再発 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

手術単独例  
 局所再発：45%、遠隔再発：50%、5 年生存率：45% 
手術＋放射線療法 
 局所再発：17%、遠隔再発：46％、5 年生存率：29% 

（両者のすべてに有意差なし） 

一次研究の 8 項目 

結論 

術後放射線療法は、局所制御率を向上させる可能性はあるが、遠隔

転移が多いため生存率を向上させていない。 
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